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域
創
生
と
国
会
議
員
の
役
割 
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日
本
の
内
政
の
三
大
重
要
課
題
は
、
財
政
の
健
全
化
、
総
人
口
の
急
激
な
減
少
、
地
方
創
生
で
は

な
か
ろ
う
か
。
高
市
首
相
も
就
任
後
の
初
め
て
の
所
信
表
明
演
説
で
、
地
域
未
来
戦
略
と
し
て
方
針

を
発
表
し
て
い
る
。
「
地
域
の
活
力
は
日
本
の
活
力
、
地
方
が
持
つ
伸
び
代
を
生
か
す
こ
と
」
と
表

明
、
ま
た
諸
々
の
政
策
を
披
露
し
て
い
る
。 

 
 

地
域
創
生
は
二
〇
一
四
年
に
安
倍
政
権
が
唱
え
始
め
、
初
代
の
担
当
大
臣
は
石
破
氏
で
あ
っ
た
。

過
去
一
〇
年
、
か
な
り
の
予
算
を
配
分
、
税
制
の
変
更
、
ま
た
国
や
地
方
自
治
体
も
注
力
し
て
き
た

が
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
、
成
長
力
の
底
上
げ
は
出
来
て
い
な
い
。
そ
の
原

因
は
種
々
解
説
さ
れ
て
い
る
。
国
と
地
方
自
治
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
、

政
策
の
作
り
方
や
進
め
方
が
必
ず
し
も
実
情
と
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
、
予
算
は
つ
い
た
が
上
手
く
活

用
出
来
ず
予
算
が
余
っ
た
等
で
あ
り
、
首
都
圏
へ
の
集
中
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。 

 

問
題
点
、
政
策
論
を
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
は
私
に
は
難
し
い
。
し
か
し
地
域
創
生
に
関
し
以
前
か

ら
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
首
都
圏
以
外
か
ら
選
出
さ
れ
る
国
会
議
員
の
役
割
で
あ
る
。
地
方

選
出
の
国
会
議
員
の
中
に
は
、
東
京
生
ま
れ
、
学
校
や
育
ち
も
東
京
、
選
出
後
も
主
た
る
居
住
地
は

東
京
と
い
う
議
員
が
数
多
く
い
る
と
聞
く
。
と
り
わ
け
二
世
、
三
世
、
四
世
議
員
に
お
い
て
は
そ
の

傾
向
は
著
し
い
よ
う
だ
。
選
挙
期
間
中
や
限
ら
れ
た
日
だ
け
地
元
と
い
う
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ

う
な
国
会
議
員
は
、
地
方
の
実
情
、
衰
退
、
ま
た
住
民
の
日
常
生
活
で
の
痛
み
を
、
肌
感
覚
で
感
じ

て
い
る
の
か
。
自
分
の
こ
と
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

 

高
市
首
相
は
前
述
の
演
説
で
吉
田
松
陰
の
次
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
「
ま
さ
に
己
の
地
、
己

れ
の
身
よ
り
起
こ
す
べ
し
」
。
地
方
選
出
の
国
会
議
員
（
但
し
大
臣
を
除
く
）
は
、
国
会
開
催
期
間

以
外
は
選
出
地
域
の
「
空
気
を
吸
う
」
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
通
常
国
会
と
臨
時
国
会
で
凡
そ
一
八

〇
日
。
な
ら
ば
残
り
一
八
〇
日
は
地
方
で
過
ご
す
こ
と
で
、
現
場
を
知
り
問
題
点
を
く
み
上
げ
る
。

露
骨
な
利
益
誘
導
は
ご
法
度
だ
が
、
国
会
議
員
の
影
響
力
の
大
き
さ
か
ら
み
て
地
域
創
生
に
大
き
く

貢
献
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
〇
二
五
年
十
一
月 


